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　次の試薬Aと試薬 Bの化学反応により発生する気体に関して，表中の 1

〜 10  に入るもっとも適切なものを，それぞれの解答群から一つずつ選びなさ

い。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。（解答番号 1  〜 10  ）

〔 1  ， 3  ， 5  ， 7  ， 9  の解答群〕

［1］塩化ナトリウム　　　　 ［2］濃塩酸　　　［3］希硫酸

［4］過酸化マンガン IV　　　［5］石灰石

〔 2  ， 4  ， 6  ， 8  ， 10  の解答群〕

［1］上方置換　　　［2］下方置換　　　［3］水上置換

Ⅰ

　　　 種類・電極

発生気体　　　　
試薬 A 試薬 B 発生気体置換方法

酸素 1 過酸化水素水 2

塩化水素 濃硫酸 3 4

水素 5 亜鉛 6

塩素 過酸化マンガン IV 7 8

二酸化炭素 塩酸 9 10
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　次の酸化還元反応に関する文章で，  11  〜  20  に入るもっとも適切な

ものを，それぞれの解答群から一つずつ選びなさい。ただし，同じものを繰り返

し選んでもよい。（解答番号  11  〜  20  ）

　空気中で銅を加熱すると空気中の  11  と反応し，  12  色の  13  を

生じ，銅は  14  されたというが，これは電子を  15  反応である。すぐに

高温のうちにこの  13   を水素を充填させた試験管に入れると  16   色の

17  が生成し，  13  は  18  されたというが，これは電子を  19  反

応である。このように電子の動きを指標とした考え方は  20  意味での酸化還

元である。

〔 11  の解答群〕

［1］一酸化炭素　　　［2］二酸化炭素　　　［3］窒素　　　［4］酸素

〔 12  ， 16  の解答群〕

［1］白　　　［2］黒　　　［3］青　　　［4］赤

〔 13  の解答群〕

［1］水酸化銅（I）　　　［2］水酸化銅（II）

［3］酸化銅（I）　　　　［4］酸化銅（II）

〔 14  ， 18  の解答群〕

［1］酸化　　　［2］還元　　　［3］中和　　　［4］加水分解

Ⅱ



— 3—

〔 17  の解答群〕

［1］水酸化銅（I）　　　［2］水酸化銅（II）

［3］酸化銅（I）　　　　［4］銅

〔 15  ， 19  の解答群〕

［1］得る　　　［2］失う

〔 20  の解答群〕

［1］広い　　　［2］狭い

問１　次の文中の  21  〜  32  に入るもっとも適切なものを，それぞれの

解答群から一つずつ選びなさい。ただし，同じものを繰り返し選んでもよ

い。（解答番号 21  〜 32  ）

　過酸化水素水を硫酸鉄（II）水溶液に加えると，次のような反応が起こる。

　　　H2O2+ ２H++  21   e− → ２H2O

　　　Fe2+ →  22   + e−

　このとき過酸化水素は  23  剤としてはたらく。過酸化水素に含まれる酸素

原子の酸化数は  24  から  25  に変化する。

　しかし，過酸化水素水を硫酸酸性の過マンガン酸カリウム水溶液に加えると，

過酸化水素は  26  剤としてはたらき，気体の  27  が発生する。この反応

において，  28  色の MnO4
−は  29  色の Mn2+ に変化する。

　また，二酸化硫黄を過酸化水素水に通じると，二酸化硫黄は  30  剤として

はたらく。しかし，二酸化硫黄を硫化水素水に通じると，二酸化硫黄は

31  剤としてはたらき，単体の  32  が生成する。
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問２　次の (a) 〜 (c) の反応で，下線部の原子の酸化数を答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（解答番号 33  〜 35  ）

　　（a）H2S + Cl2　→　2HCl + S　　 33

　　（b）2KI + Cl2　→　2KCl + I2　　　 34

　　（c）H2S + I2　  →　2HI + S　　　 35

〔 21  の解答群〕

［1］１　　　［2］２　　　［3］３　　　［4］４　　　［5］５

〔 22  の解答群〕

［1］Fe3+　　　  ［2］S2−　　　［3］H+　　　［4］O2−

［5］SO4
2−　　　［6］Fe2+

〔 23  ， 26  ， 30  ， 31  の解答群〕

［1］酸化　　　［2］還元

〔 24  ， 25  および 33  〜 35  の解答群〕

［1］＋７　　　［2］＋６　　　［3］＋５　　　［4］＋４　　　［5］＋３

［6］＋２　　　［7］＋１　　　［8］０　　　　［9］−１　　　［10］−２

〔 27  の解答群〕

［1］酸素　　　［2］水素　　　［3］二酸化炭素　　　［4］窒素
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〔 28  ， 29  の解答群〕

［1］赤紫　　　［2］赤橙　　　　［3］緑

［4］褐　　　　［5］ほぼ無　　　［6］白濁

〔 32  の解答群〕

［1］酸素　　　［2］水素　　　［3］炭素　　　［4］硫黄　　　［5］塩素

　次の文章と関係の深い原子はどれか。もっとも適切なものを，それぞれの解答

群から一つずつ選びなさい。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

（解答番号 36  〜 45  ）

（１）少量水に溶けた水溶液は，強い酸化力で殺菌・漂白効果をもつ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 36

（２）純度の高い結晶は，わずかに電気を通し，半導体などに利用される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 37

（３）太陽からの有害な紫外線を吸収して，地上の生物を保護している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 38

（４）液体燃料式ロケットの燃料や，燃料電池自動車に利用されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 39

（５）淡黄色のろう状個体で，空気中で自然発火するので水中に保存する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40

〔 36  〜 40  の解答群〕

［1］H　　　［2］He　　　［3］B　　　［4］C　　　［5］N

［6］O　　　［7］Si　　　 ［8］P　　　［9］S　　　［10］Cl
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（６）胃や腸のX線撮影の造影剤に用いられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 41

（７）柔らかく，加工が容易な金属で，放射線を遮るための遮蔽材に用いられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42

（８）湿った空気中に放置すると，表面に緑色のさびが生じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 43

（９）ハロゲン化物はフィルム写真の感光材に利用されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44

（10）単体は空気中の酸素や水と反応しやすいので，石油中に保存するが，密度

が低いので石油中でも浮く。　　　　　　　　　　　　　　　　　 45

〔 41  〜 45  の解答群〕

［1］Li　　　［2］Na　　　［3］Mg　　　［4］K　　　 ［5］Ca

［6］Fe　　　［7］Cu　　　［8］Ag　　　［9］Ba　　　［10］Pb

　次の問１〜問５に答えなさい。（解答番号  46  〜  55  ）

問１　標準状態で，密度1.117 g/L である気体の分子量はいくらか。もっとも適

切なものを，解答群から一つ選びなさい。（解答番号 46  ）

〔 46  の解答群〕

［1］10　　　［2］15　　　［3］20　　　［4］25　　　［5］30

［6］35　　　［7］40　　　［8］45　　　［9］50　　　［10］55
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問２　標準状態で，ある気体2.8 L の質量を測定すると5.0 g であった。この気体

の分子量はいくらか。もっとも適切なものを，解答群から一つ選びなさい。

（解答番号 47  ）

〔 47  の解答群〕

［1］10　　　［2］15　　　［3］20　　　［4］25　　　［5］30

［6］35　　　［7］40　　　［8］45　　　［9］50　　　［10］55

問３　プロパン6.2 gを完全燃焼させた。このとき生成した二酸化炭素の体積は，

標準状態で 48  L か。また生成した水の質量は 49  g か。 48

と 49  に入るもっとも適切なものを，解答群から一つずつ選びなさい。

（解答番号 48  ， 49  ）

〔 48  ， 49  の解答群〕

［1］2.5　　　 ［2］4.8　　　［3］５　　　［4］9.5　　　 ［5］10

［6］10.5　　　［7］19　　　 ［8］20　　　［9］28.5　　　［10］40

問４　次の水溶液の pH はいくらになるか。もっとも適切なものを，それぞれの

解答群から一つずつ選びなさい。ただし，log102.0＝0.30, log103.0＝0.48とす

る。（解答番号 50  ， 51  ）

　　（１）0.003 mol/L の水酸化ナトリウム水溶液（電離度＝1とする） 50

　　（２）1.0 mol/L の酢酸（電離度＝0.005とする）　　　　　　　　　 51

〔 50  の解答群〕

［1］8.0　　　 ［2］8.5　　　 ［3］9.0　　　 ［4］9.5　　　 ［5］10.0

［6］10.5　　　［7］11.0　　　［8］11.5　　　［9］12.0　　　［10］12.5
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〔 51  の解答群〕

［1］2.1　　　［2］2.2　　　［3］2.3　　　［4］2.4　　　［5］2.5

［6］2.6　　　［7］2.7　　　［8］2.8　　　［9］2.9　　　［10］3.0

問５　次の文章について，以下の問いに答えなさい。（Cu = 64）

　　　（解答番号 52  〜 55  ）

　白金電極を用いて，0.5 A の直流電流を２時間40分50秒間通じて，硫酸銅 (II)

水溶液を電気分解した。このとき，陽極では 52  。また陰極では 53  。

（１）文中の 52  と 53  に入るもっとも適切なものを，解答群から一つ

　　 ずつ選びなさい。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　　 （解答番号 52  ， 53  ）

〔 52  ， 53  の解答群〕

［1］硫黄が析出する　　　［2］銅が析出する

［3］水素が発生する　　　［4］酸素が発生する

［5］硫化水素が発生する

（２）陽極 54  と陰極 55  で得られる物質の量はいくらか。固体の場合

　　 は質量，気体の場合は体積（0 ℃， 1.01 x 105 Pa）で， 54  と 55  に

　　 入るもっとも適切なものを，解答群から一つずつ選びなさい。

　　 （解答番号 54  ， 55  ）

〔 54  ， 55  の解答群〕

［1］０g　　  ［2］0.4 g　　   ［3］0.8 g　　   ［4］1.6 g　　   ［5］3.2 g

［6］０L　　  ［7］0.14 L　　  ［8］0.28 L　　  ［9］0.56 L　　  ［10］1.12 L




